


心
と
心

人
は
誰
し
も
魂
の
原
風
景
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
持

ち
続
け
て
い
る
。
そ
れ
は
、
幼
き
日
の
懐
か
し
い
ふ
る

さ
と
の
山
河
、
遠
い
縁
の
人
々
の
面
影
に
つ
な
が
る
も

の
も
あ
る
け
れ
ど
、
叉
い
つ
ど
こ
で
心
に
入
り
こ
ん
で

き
た
と
も
定
か
で
な
い
詩
や
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界

の
も
の
も
あ
る
。

も
ん
ご
ん

こ
れ
は
私
に
と
っ
て
の
そ
ん
な
詩
の
文
言
の

一
つ
。

現
代
に
和
紙
の
魅
力
を

富
山
県
和
紙
展

ツプ4

人
の
子
と
し
て
の
わ
が
い
と
し
子
、
わ

、
感
応
が
こ
れ
に
劣
ろ
う
は
ず
は
な

心
、
師
の
目
に
、
先
ず
は
人
間
的

と
、
温
い
愛
情
、
や
さ
し
い
思
い

こ
そ
、
教
え
の
庭
の
営
み
は
成

。J
私
は
ず
ー

っ
と
こ
の

一
事
を

今
も
、
こ
の
素
朴
な
詩
の

凡
百
の
言
挙
げ
に
ま
さ
る

で
'い
る
よ
う
に
思
わ
れ

一
首タ

き
れ
ば
小
倉
の
山
仁
鳴
く
鹿

t

い

ね

に

け

ら

し

も

(

巻

f

の
大
ら
か
な
調
べ
を
思
い
浮
か
べ
た
り
す
る
。

賛
会

γ
-P

こ
ん
ゆ
号

し
て
、
し
か
も
何
と
親
愛
に
満
ち
た
共
感
津
融
の
世
界

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
又

一
転
、
昨
日
も
今
日
も
朝
夕
の

通
学
パ
ス
の
降
り
際
に
、
運
転
手
さ
ん
と
明
る
く
交
わ

す
学
生
た
ち
の
「
あ
り
が
と
う
」
の

一
語
が
、
い
か
に

も
き
わ
や
か
に
思
い
出
さ
れ
る
。

桜
吹
雪
に
カ
バ
ン
の
光
る
春
四
月
。
空
に
は
新
し
い

光、

子
ら
に
は
新
し
い
幸
せ
あ
れ
。

催開

3
月
日
日
⑧
〈

Jm日
⑧

富
山
県
の
伝
統
的
特
産
物
の

一
つ
で
あ
る
「
和
紙
」
の

P
R
と

販
路
の
拡
大
を
図
ろ
う
と
、
富
山
市
内
の
デ
パ
ー
ト
で
「
第
十
四

国
富
山
県
和
紙
展
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
八
尾
、
五
箇
山
、
蛭
谷

の
県
内
各
生
産
地
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た
、
和
紙
、
和
紙
製
品
の
展

示
会
で
す
。

今
回
の
和
紙
展
で
は
、
現
代
感
覚
豊
か
な
和
紙
イ
ン

テ
リ
ア
製

品
や
和
紙
づ
く
リ
に
情
熱
を
傾
け
る
若
手
生
産
者
の
作
品
、
県
内

趣
味
グ
ル
ー
プ
の
作
品
の
展
示
の
ほ
か
、
和
紙
を
使

つ
て
の
酒
落

た
包
装
の
実
演
と
指
導
、
紙
す
き
の
実
演
、
体
験
の
コ
ー
ナ
ー
な

ど
も
設
け
ら
れ
連
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
会
場
で
、
近
年
新
し
く
開
発
さ
れ
た
民
芸
品
を
対

象
と
し
た

「
第
二
回
富
山
県
特
産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
」

も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。



アップ2富山県救急医療情報システム

富
山
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

運
用
開
始

一一
月
二
十
八
日
、
富
山
県
救
急
医
療
情
報
、
ン
ス
テ
ム

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
公
的
病
院
、
救
急
病
院
、
消
防

本
部
等
を
オ
ン
ラ
イ
ン
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
、
医
療
機
関
の
診
療
の
可
否
、
手
術
の

可
否
、
男
女
別
空
床
の
有
無
、
在
宅
当
番
医
、
病
院
群

輪
番
制
な
ど
の
情
報
を
収
集
、
記
録
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
リ
消
防
本
部
等
で
は
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置

で
県
内
の
公
的
病
院
、
救
急
病
院
等
の
情
報
を
的
確
に

把
握
で
き
る
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
。
救
急
患
者
発
生
の

際
に
は
、
患
者
の
症
状
に
応
じ
た
医
療
機
関
の
検
索
、

そ
し
て
そ
こ
へ
の
患
者
の
搬
送
を

一
層
迅
速
か
つ
適
切

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応需情報

(診療内 | 手術の可否
空べ、ッドの有無
(男女別空床数)

特殊診療リソース情報
(ICU、CCU等)

救
急
医
療
を
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

L
ま
す
。

女
急
病
の
際
は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

食
休
日
や
夜
間
の
救
急
患
者
の
た
め
に
、
当
番
医
や
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
は
診
療
し
て
い
ま
す
。

安
一
一
九
番
は
落
ち
つ
い
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
よ
り
重
症
な
救
急
患
者
が
利
用
で
き
る
よ
う
救
急
車

の
安
易
な
利
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

救急医療情報セ ンター
(健康増進センタ 一内)

」センタ-コンビューター公 的 病院 (医療端末装置)
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富
山
県
の
救
急
医
療
体
制

救

急

患

者

-救急病院

-休日夜間

急患センター

-救急診療所

-在宅当番医

第 1次 議第2次重量第3次警護
-
休
日
・
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー

休
日
・
夜
間
の
救
急
患
者
の
診
療
を
目
的
と

し
た
診
療
所
で
す
。

-
在
宅
当
番
医

各
医
師
会
ご
と
に
医
療
機
関
が
当
番
を
決
め
、

救
急
患
者
の
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

-
救
急
診
療
所

・
救
急
病
院

救
急
業
務
に
関
し
協
力
す
る
旨
の
申
し
出
が

あ
り
、
告
示
し
た
診
療
所
・
病
院
で
す
。

-
公
的
病
院
(
病
院
群
輪
番
制
)

重
症
な
患
者
に
対
応
す
る
た
め
、
病
院
が
輪

番
制
に
よ
り
診
療
に
あ
た
り
ま
す
。

-
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

脳
卒
中
、
頭
部
損
傷
、
心
筋
硬
塞
等
の
重
篤

患
者
の
救
命
医
療
を
行
う
病
院
で
す
(
県
立

中
央
病
院
)
。
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-活
力
あ
る

予
算
の
概
要

昭
和
六
十
二
年
度
予
算
は
、
般
会
計
三
千
七
百
六

十
七
億
四
千
八
百
八
十
七
万
円
、
特
別
会
計
六
百
七
十

六
億
二
千
五
百
七
万
円
と
な
っ
て
お
リ
、
総
額
四
千
四

百
四
十
三
億
七
千
三
百
九
十
五
万
円
、
昨
年
度
当
初
予

算
総
額
に
対
し
四

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ
て

い
ま
す
。

財
政
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
国
の

一
般
歳
出
の
伸
び

率
が
五
年
連
続
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
な
ど
、
国
、
地

方
を
通
じ

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き
で
お
リ
、
公
共

事
業
等
に
係
る
国
庫
補
助
負
担
率
の
引
き
下
げ
、
県
税

収
入
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
リ

ま
す
。

し
か
し
、
昭
和
六
十
二
年
度
は
、

富
山
県
民
総
合
計

画
に
お
け
る
後
期
事
業
計
画
の
初
年
度
に
あ
た
る
た
め
、

予
算
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
県
民
総
合
計
画
の
着
実
な

進
展
に
努
力
し
、
富
山
県
の
発
展
と
県
民
生
活
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歳
出
の
合
理

化
、
効
率
化
を
図
リ
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
新
し
い
県
民
ニ
ー
ズ
に
も
こ

た
え
、
創
意
と
工
夫
を
こ
ら
し
、
厳
し
さ
の
な
か
に
も

積
極
性
の
あ
る
予
算
と
な
る
よ
う
努
め
、
県
民
が
夢
と

希
望
を
も
て
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
払
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
民
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
「
明
日
を
拓
く
人
づ

く
リ
ヘ
「
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
リ
」
、
「
活
力
あ
る
産
業

づ
く
リ
」
の
三
大
政
策
を
着
実
に
推
進
し
、
「
活
力
と
温

か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
」
の
実
現
を
め
ざ

レ
、
日
本

一
の
「
健
康

・
ス
ポ
ー
ツ
県
」
、
「
花
と
緑
の

新
憲
法
の
も
と
に
新
し
く
地
方
自
治
制
度
が
発
足
し
て
か
ら
四
十
年
、
地
方
自
治
は
、
幾
多
の
試
練
に
耐
え
な
が

ら
着
実
な
発
展
を
遂
げ
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の
我
が
国
の
社
会
は
、
「
激
動
と
混
迷
の
時
代
」
と
い
う
言
葉

に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
高
齢
化
、
国
際
化
、
情
報
化
の
波
が
急
速
に
押
し
寄
せ
、
そ
の
姿
を
変
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。東

京
へ
の
一
極
集
中
化
が
目
立
ち
、
多
極
分
散
化
が
叫
ば
れ
る
今
目
、
地
方
は
、
そ
の
地
方
の
特
色
に
あ
っ
た
魅

力
あ
る
顔
を
持
っ
て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
富
山
県
は
、
二
十
一
世
紀

に
向
け
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
あ
ふ
れ
た
、
う
つ
く
し
い
郷
土
を
創
造
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
美
し
い
自
然
や
県

民
の
豊
か
な
資
質
に
支
え
ら
れ
た
富
山
県
は
、
ま
さ
に
日
本
の
縮
図
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
へ
の
地
域
開
発
の
全
国

の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
開
か
れ
た
県
政
の
も
と
、
県
民
本
意
、
あ
た
た
か
い
心
の
か
よ
う
県
政
、
県
民
の
皆

さ
ん
と
手
を
た
ず
さ
え
た
、
わ
か
り
や
す
い
計
画
性
の
あ
る
県
政
を
推
進
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は

県
政
推
進
の
基
本
と
な
る
、
昭
和
六
十
二
年
度
富
山
県
予
算
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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県
」
、
「
科
学

・
文
化
県
」
の
三
つ
の
目
標
に
果
敢
に
挑

戦
す
る
積
極
的
な
予
算
で
す
。

一
般
会
計
歳
入
予
算
に
つ
い
て
は
、
県
税
、
地
方
譲

与
税
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
債
な
ど
は
国

の
経
済
見
通
し
、
地
方
財
政
計
画
、
国
の
算
定
方
針
、

国
庫
補
助
金
の
歳
出
に
見
合
う
額
等
を
も
と
に
算
定
し

計
上
し
て
い
ま
す
。

J

ま
た
、
特
別
会
計
に
お
い

て
は
、
使
用
料
、
繰
入
金、

財
産
収
入
、
県
債
な
ど
の
収
入
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
の

実
績
な
ど
を
検
討
の
う
え
積
算
し
計
上
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は、

つ
ぎ
に
富
山
県
民
総
合
計
画
の
三
大
政

策
に
そ
っ
て
、
昭
和
六
十
二
年
度
予
算
の
主
な
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

(単位千円)

区 介 予算額
対前年度

当初伸率

千円 % 
一 自主 ，ヨとミ』 計 376，748，875 4.1 

特 別 dヱbエ、 計 22，285，240 11.4 

計(普通会計) 399，034， 1 15 4.5 

43( 益 ヨ.̂-ミ、 計 18，751，630 23.0 

:{ι ~ 業 ヨ必ミ〉、 言十 26，588，205 ム 2.3

i口~ 計 444，373，950 4.7 

昭和62年度富山県予算

(単位千円)

62 年度 61 年度 対前年度
区 分 概算額 当初予算額 比較増減 当初伸率 構成比

A B (A -B) % % 

議 dz』z 費 986，820 971，974 14，846 1.5 0.3 

総、 務 - 費 14，616，748 16，050，985 ム 1，434，237 ム 8.9 3.9 

民 生 費 16，840，471 15，757，651 1，082，820 6.9 4.5 

{街 生 費 17，189，077 16，698，569 490，508 2.9 4.6 

労 働 費 3，232，462 2，909，948 322，514 11.1 0.9 

農林水産業費 54，631，528 53，909，445 722，083 1.3 14.5 

商 工 費 17，203，639 16，656，559 547，080 3.3 4.5 

土 木 費 82，358，421 77，664，276 4，694，145 6.0 21.9 

警 察 費 18，414，232 17，873，294 540，938 3.0 4.9 

教 育 費 98，973， 107 95，896，695 3，076，412 3.2 26.2 

災 害復旧費 3，602，522 5，105，426 ム 1，502，904 ム29.4 0.9 

公 イ責 費 45，003，859 39，447，838 5，556，021 14.1 11.9 

諸支 出 金 3，495，989 2，830，486 665，503 23.5 0.9 

予 イ蒲 費 200，000 200，000 。 0.0 0.1 

4ロ~ 計 376，748，875 361，973，146 14，775，729 4.1 100.0 

昭和62年度一般会計歳出予算

昭和62年度 一般会計歳入・歳出予算額

3，767億4，887万円
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(単位千円)

62 年度 61 年度 対前年度
区 分 見積額 当初予算額 比較増減 当初伸率 構成比

A B (A -B) % % 

県 干見 91，353，000 87，743，000 3，610，000 4.1 24.2 

地方譲与税 3，549，000 2，830，500 718，500 25.4 0.9 

地方交付税 86，947，000 90，868，000 ム 3，921，000 ム 4.3 23.1 

特交通別安交全付対策金 524，000 288，000 236，000 81.9 0.1 

分担金及び負担金 6，303，479 6，143，172 160，307 2.6 1.7 

使用料及び手数料 10，857，792 10，147，558 710，234 7.0 2.9 

国庫支出金 86，498，066 87，130，005 ム 631，939 ム 0.7 23.0 

繰 入 金 7，862，432 7，643，138 219，294 2.9 2.1 

県 債 46，799，000 34，987，523 11，811，477 33.8 12.4 

諸収入・その他 36，055，106 34，192，250 1，862，856 5.4 9.6 

Aロb 計 376，748，875 361，973，146 14，775，729 4.1 100.0 
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昭和62年度一般会計歳入予算



明
白

人牽

マ
県
民
が
生
涯
を
通
い
レ
て
健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
自
覚
と

意
欲
に
支
え
ら
れ
た
積
極
的
な
健
康
づ
く
リ
の
実
践
が

大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
日
本

一
の
健
康
県
を
め
ざ
し
た
県
民
ヘ

ル
ス
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、
家
庭
に
お
け
る
健
康
づ
く
リ
、

健
康
な
ま
ち
づ
く
リ
な
ど
、
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
健

康
づ
く
リ
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
。フ
ラ
ン
を
推
進
し
、
昭
和
六
十
九

年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
昭
和
七
十
五
年
の
二
0
0
0
年

国
民
体
育
大
会
の
本
県
開
催
に
向
け
、
選
手
強
化
計
画

の
策
定
、
総
合
運
動
公
園
の
用
地
取
得
、
測
量
調
査
等

に
取
リ
か
か
リ
ま
す
。
ま
た
、
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の

中
体
育
館
や
宿
泊
練
習
棟
を
本
年
十
月
に
開
館
す
る
予

定
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
通
年
利
用
型
四
十
メ
ー
ト

ル
級
ジ
ャ
ン
プ
台
の
完
成
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
の
建
設

着
手
、
デ
ビ
ス
力
ッ
ブ
東
洋
ゾ
ー
ン
開
催
に
対
す
る
助

成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

ま
た
、
空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
の
開
設
、
五
福
公
園
、

岩
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、
常
願
寺
川
公
固
な
ど
施
設
整
備

を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。

疾
病
予
防
対
策
と
し
て
は
、
が
ん
対
策
基
金
の
造
成

ま
す
。

児
童
、
母
子
福
祉
に
つ
い

て
は
、
保
育
所
、

児
童
セ

ン
タ
ー
の
整
備
運
営
へ
の
助
成
、
小
学
校
等
を
活
用
し

た
留
守
家
庭
児
童
等
の
た
め
の
こ
ど
も
ホ
ー
ム
運
営
事

業
や
保
育
園
児
と
老
人
と
の
交
流
を
図
る
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
保
育
事
業
に
対
す
る
助
成
を
お
こ
な
い
ま
す
。

生
涯
学
習
の
推
進

人
生
を
豊
か
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
県
民

が
自
主
的
に
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学

習
社
会
の
体
制
づ
く
リ
が
必
要
で
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
高
等
学
校
の
生
徒
急
増
に

と
も
な
い
、
既
設
校
の
増
改
築
や
体
育
館
、
運
動
場
、

設
備
等
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
実
習
船
雄
山
丸
の
代

船
の
設
計
に
取
り
か
か
リ
ま
す
。
ま
た
、
小
学
校
第
三

学
年
の
多
人
数
学
級
が
多
い
学
校
に
県
単
独
で
教
員
を

増
員
配
置
す
る
ほ
か
、
会
話
指
導
等
を
行
う
外
国
人
英

語
指
導
員
を
増
員
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
世
紀
を
担
う

人
づ
く
リ
を
め
ざ
し
、
生
涯
教
育
、
国
際
教
育
、
郷
土

教
育
を
教
育
体
系
と
し
て
確
立
す
る
方
策
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

私
学
の
振
興
に
つ
い
て
は
高
等
学
校
や
幼
稚
園
の
経

常
費
助
成
を
増
額
す
る
ほ
か
、
高
等
学
校
て
の
特
色
教

育
の
充
実
や
幼
稚
園
の
地
域
社
会
と
の
交
流
促
進
等
に

対
し
助
成
し
ま
す
。

新
大
学
構
想
に
つ
い
て
は
、
構
想
の
具
体
化
な
ど
諸

準
備
に
と
リ
く
み
ま
す
。

ま
た
、
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
を
木
年
秋
に

富
山
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内
に
開
館
す
る
ほ
か
、
県
民
各

層
の
学
習
意
欲
に
応
ず
る
県
民
総
合
大
学
校
(
仮
称
)

の
開
校
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

や
胃
が
ん
検
診
車
の
整
備
、
新
た
に
後
天
性
免
疫
不
全

症
候
群
(
工
イ
ズ
)
に
関
す
る
相
談

・
検
査
体
制
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
県
立
中
央
病
院
改
築
の

た
め
の
基
本
設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
血
管
像
影
の
デ

ジ
タ
ル
画
像
処
理
装
置
を
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

地
域

医
療
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
助
成
を

お
こ
な
い
ま
す
。

社
会
福
祉
の
充
実

県
民
が
不
安
の
な
い
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
家
庭
、

地
域
社
会
、
施
設
の
三
者
が

一
体
と
な
っ
た
地
域
総
合

福
祉
を
推
進
し
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
大
切
で

す
。こ

れ
か
ら
の
長
寿
社
会
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
が
積

極
的
に
地
域
社
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
リ
、

こ
の
た
め
、
富
山
県
い
き
い
き
長
寿
社
会
対
策
連
絡
会

議
に
お
い
て
、
そ
の
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
に
整

備
を
図
る
ほ
か
、
県
立
流
杉
老
人
ホ
ー
ム
全
面
改
築
の

た
め
の
基
本
設
計
に
取
リ
か
か
リ
ま
す
。

ま
た
、
ね
た
き
リ
や
痴
呆
等
の
在
宅
要
援
護
老
人
の

た
め
に
、
デ
ィ

・
サ
ー
ビ
ス
施
設
や
在
宅
老
人
通
所
デ

イ

・
ホ
ー
ム
事
業
に
助
成
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
々
の
た
め
に
は
、
県
立
新
生
園
を
改

築
整
備
し
、
新
た
に
授
産
部
門
を
設
け
、
高
志
療
護
ホ

ー
ム
増
築
整
備
に
対
す
る
助
成
を
し
ま
す
。
ま
た
、
精

神
障
害
者
社
会
復
帰
促
進
の
た
め
、
社
会
適
応
訓
練
事

業
や
共
同
作
業
所
に
対
す
る
助
成
を
拡
充
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
岡
ろ
う
学
校
の
移
転
改
築
に
も
着
手
し

文
化
の
県
づ
く
り

心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
県
民
の
期
待
に
こ
た
え
、
創

造
的
で
う
る
お
い
の
あ
る
文
化
的
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
や
教
育
記
念
館
の
整
備
、
立

山
博
物
館
建
設
の
実
施
設
計
着
手
、
県
民
総
合
博
物
館

構
想
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
県
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
合
同
演
奏
会
の
充
実
や

県
立
近
代
美
術
館
で
第
三
国
富
山
国
際
現
代
美
術
展
を

開
催
す
る
な
ど
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
増
大
や
創
作
活
動

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
う
る
お
い
環
境
と
や
ま
賞
(
仮
称
)
の
創

設
な
ど
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
た
う
る
お
い
の
あ

る
環
境
づ
く
リ
を
進
め
ま
す
。

若
者
と
婦
人
の
力
を
社
会
に

青
少
年
が
豊
か
な
人
間
性
を
つ
ち
か
い
、
心
身
と
も

に
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
成
長
す
る
よ
う
、
若
者
の
自

発
的
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す

J

家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
青
少
年

健
全
育
成
運
動
を
進
め
る
と
と
も
に
、
指
導
者
の
育
成
、

有
害
環
境
の
浄
化
な
ど
諸
条
件
の
整
備
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

婦
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
豊
か
な
能
力
と
情
熱
を
地

域
社
会
づ
く
リ
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
諸
条

件
の
整
備
を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め、

二
十

一
世
紀
を
め
ざ
す
と
や
ま
女
性
.フ
ラ
ン
に
も

と
づ
き
、
婦
人
問
題
の
啓
発
や
就
労
婦
人
対
策
な
ど
婦

人
施
策
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。
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魅
力
あ
る

郷
土
づ
く
り

心
ふ
れ
あ
う
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

心
ふ
れ
あ
う
快
適
な
暮
ら
し
は
、
ゆ
と
リ
と
あ
た
た

か
い
家
庭
生
活
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

消
費
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る
た
め
消
費
者
の
啓
発
、

消
費
相
談
を
充
実
す
る
ほ
か
、
物
価
安
定
の
た
め
の
適

切
な
対
策
を
講
“し
て
い
き
ま
す
。

消
防

・
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
消
防
防
災

無
線
の
整
備
促
進
、
防
災
思
想
の
普
及
な
ど
体
制
の
整

備
を
閃
ヲ
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め
、
公
害
の
監
視
に
努

め
る
ほ
か
、
放
射
能
の
監
視
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
質
環
境
管
理
計
画
の
推
進
や

地
下
水
の
適
正
揚
本
量
調
査
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
の
ア
メ

ニ
テ
ィ
l

マ
ス
ク
ー
プ
ラ

ン
を

策
定
す
る
ほ
か
、
県
民
総
参
加
の
ま
ち
や
む
ら
を
美
し

く
す
る
運
動
、
児
童
生
徒
に
よ
る
ふ
る
さ
と
大
ク
リ
ー

ン
作
戦
な
ど
に
よ
リ
県
土
美
化
活
動
を
強
力
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

花
と
緑
の
県
づ
く
リ
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー
ン

0

フ
ラ

ン
に
も
と
づ
き
、
県
上
に
.
層
豊
か
な
花
と
紋
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
す
。
紙
花
技
術
講
師
ほ
の
開
設
、
緑
化
大

学
校
構
想
に
つ
い
て
の
調
査
検
討
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド

事
業
の
拡
充
な
ど
緑
花
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
「
と
や
ま
森
林
浴
の
森
」
を
選
定
し
、
環
境
整

自
然
環
境
保
全
の
た
め
、
自
然
環
境
管
理
計
画
策
定

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
有
峰
ふ
る
さ
と
自
然
公

園
国
民
休
養
地
お
よ
び
黒
部
峡
谷
開
平
に
お
い
て
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
な
ど
す
ぐ
れ
た
自
然
の
保

全
と
利
則
の
促
進
を
凶

づ
て
い
き
ま
す
。

県
上
保
全
対
策
と
し
て
海
岸
緊
急
養
浜
事
業
を
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
治
山
、
砂
防
、
河
川
改
修
、
海
岸
保

全
等
を
積
極
的
に
推
進
し
、
災
害
の
な
い
安
全
な
県
土

づ
く
リ
を
進
め
ま
す
。

合
交
通
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
先
般
の
閣
議
に
お
い
て
、

整
備
新
幹
線
建
設
凍
結
を
決
め
た
閣
議
決
定
の
廃
止
と

整
備
新
幹
線
の
建
設
主
体
と
な
る
日
本
鉄
道
建
設
公
団

の
存
続
が
な
さ
れ
、
本
格
着
工
ヘ
向
け
て
、

一
歩
前
進

し
ま
し
た
。

富
山
空
港
に
つ
い
て
は
、
大
型
機
種
の
就
航
に
対
応

す
る
た
め
滑
走
路
を
整
備
す
る
ほ
か
、
運
用
時
間
の
延

長
が
国
に
お
い
て
認
め
ら
れ
る
見
通
し
と
な
リ
ま
し
た

の
で
、
早
い
機
会
に
管
理
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

北
陸
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
上
越

・
朝
日
間
の
昭

和
六
十
三
年
中
の
開
通
を
目
途
に
建
設
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
小
矢
部

・

福
光
聞
の
事
業
促
進
と
福
光

・
荘
川
聞
の
整
備
計
画
へ

の
早
期
組
み
入
れ
に
努
め
、
さ
ら
に
、
能
越
自
動
車
道
、

北
陸
関
東
産
業
道
路
お
よ
び
中
部
縦
貫
道
路
に
つ
い
て

も
、
そ
の
実
現
に
向
け
国
に
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
道
や
県
道
の
整
備
の
推
進
、
市
町
村
の
河

川
堤
防
道
路
整
備
事
業
に
対
す
る
助
成
な
ど
、
総
合
的

な
道
路
交
通
網
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
湾
岸
道
路

な
ど
の
調
査
を
進
め
、
幹
線
道
路
網
構
想
の
実
現
に
努

備
を
行
う
ほ
か
、
植
物
公
園
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想

の
策
定
を
進
め
ま
す
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
豊
か
な
県
土
は
、
県
民
の

誇
リ
て
あ
リ
、
こ
の
特
性
は
最
大
限
に
生
か
さ
れ
ね
ば

な
リ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
、

う
る
お
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活
空
間
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

立
山
山
箆
、
剣
岳
山
麓
周
辺
や
県
中
央
丘
陵
部
等
に

お
い
て
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ゾ
ー
ト
地
域
と
し

て
の
開
発
調
査
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
リ
モ
デ
ル
事
業
を
引
き
続
き
実
施

す
る
ほ
か
、
新
た
に
都
市
景
観
形
成
ガ
イ
ド
。フ
ラ
ン
の

策
定
へ
の
助
成
な
ど
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
リ
の

一
層

の
推
進
を
凶
リ
ま
す
。

雪
対
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
に
も

と
づ
き
、
総
合
的
な
施
策
を
着
実
に
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
第

a

一次
の
無
雪
害
農
村
集
落
整
備
事
業
の
促
進
、

克
雪
タ
ウ
ン
計
画
推
進
事
業
の
実
施
、
地
域
ぐ
る
み
除

排
雪
の
促
進
、
午
前
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
蓄
に
関
す
る

各
椅
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ト
比
雪
利
雪
技
術
の
調
査
研
究

な
ど
を
行
づ
て
い
き
ま
す
。

水
資
源
を
活
用
す
る
た
め
、
境
川
、
朝
日
小
川
、
砺

波
山
田
川
な
ど
の
河
川
総
合
開
発
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
大
長
小
八
日
第
四
発
電
所
の
建
設
な
ど
県
営
発
電
事

業
を
計
同
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

海
洋
の
開
発
利
川
に
づ
い
て
は
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
調

査
に
係
る
深
層
本
利
用
技
術
開
発
の
実
証
研
究
を
進
め

る
ほ
か
、
新
た
に
日
本
海
海
洋
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
着
手
す
る
な
ど
、
海
洋
総
合
利
用
対
策
を
推
進
し
ま

め
ま
す
。
な
お
、
建
設
中
の
婦
中
大
橋
は
八
月
に
、
大

泉
線
立
体
交
差
事
業
は
十
二
月
に
そ
れ
ぞ
れ
供
用
を
開

始
す
る
予
定
で
す
。

伏
木
富
山
港
に
づ
い
て
は
、
伏
木
外
港
計
画
に
関
す

る
環
境
彩
響
調
査
を
行
う
な
ど
、
特
定
重
要
港
湾
と
し

て
一
層
の
整
備
充
実
を
凶
リ
、
凶
際
港
と
し
て
の
役
割

を
果
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
冬
季
に
お
け
る
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

を
図
る
た
め
、
運
行
情
報
シ
ス
テ
ム
に
づ
い
て
調
査
研

究
を
行
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
で
は
、
交
通
安
全
母
親
活
動
に
助
成

す
る
ほ
か
、
高
齢
者
の
死
亡
事
故
に
対
処
す
る
た
め
交

通
安
全
こ
と
ぷ
き
県
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

国
際
化
の
進
展
に
と
も
な
い
、
多
様
な
国
際
交
流
が

行
わ
れ
て
き
て
お
リ
、
こ
の
た
め
、
広
い
視
野
を
も

づ

た
人
材
の
育
成
や
、
人

・
物

・
情
報
の
交
流
の
促
進
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

本
年
五
月
に
は
、
第

一
回
「
富
山
県

・
遼
寧
省
友
好

交
流
促
進
会
議
」
を
本
県
に
お
い
て
開
催
し
、
岡
県
省

の
相
互
理
解
と
友
好
関
係
の

一
層
の
増
進
を
図
リ
ま
す
。

ま
た
、
第
三
ア
リ
ア
ン
サ
富
山
村
の
開
村
六
十
周
年
を

記
念
す
る
富
山
県
南
米
親
善
訪
問
団
に
対
し
て
助
成
す

る
な
ど
各
国
と
の
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

(
仮
称
)
に
、
旅
券
セ

ン
タ
ー
、
国
際
交
流
資
料
展
示
室
等
を
設
け
ま
す
。

青
年
、、
婦
人
お
よ
び
高
校
生
の
海
外
派
遣
事
業
に
つ

い
て
は
、
青
年
、
婦
人
は
と
も
に
五
月
下
旬
に
、
高
校

生
は
十
二
月
下
旬
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
派
遣

し
ま
す
。

す
。

生
活
基
盤
の
充
実

快
適
な
県
民
生
活
を
営
む
た
め
に
は
、
住
宅
や
下
水

道
な
ど
の
生
活
基
盤
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
み
よ
い
家
づ
く
リ
の
資

金
対
象
に
中
古
住
宅
を
加
え
る
な
ど
、
安
全
て
快
適
な

住
宅
の
普
及
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
国
際
居
住

年
で
あ
リ
、
住
宅
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

本
県
の
す
ぐ
れ
た
住
宅
の
紹
介
等
を
通
“し
て
、
こ
の
意

義
を
広
く
啓
発
普
及
し
て
い
き
ま
す
。

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
農
山
村
に
お
け
る
簡
易
水

道
等
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
広
域
的
な
水
道
水
供
給

事
業
に
対
し
引
き
続
き
助
成
し
ま
す
。
ま
た
、
小
矢
部

川
流
域
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年

度
末
の

一
部
供
用
開
始
に
向
け
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
幹
線
管
栄
の
建
設
を
進
め
ま
す
。
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行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
館
、
花
総
合
セ
ン
タ
ー
、
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
行
政
機
構
の
再
編

整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
財
務
会
計
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
事
務
の
機
械
化
、
許
認
可
事
務
の
合
理
化
、

民
間
委
託
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

職
員
定
数
の
面
で
は
、
知
事
部
局
職
員
お
よ
び
警
察
官
は
す
え
置
き
ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
は
十
七
人
を
増
員
し

ま
す
。県

民
に
開
か
れ
た
県
政
を
推
進
す
る
た
め
、
施
設
利
用
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
な
ど
広
報
公
聴
活
動
を
充
実

し
ま
す
。

ま
た
、
県
庁
東
別
館
の
情
報
公
開
総
合
窓
口
や
公
文
書
館
な
ど
に
よ
り
、
情
報
公
開
を
総
合
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。こ

の
ほ
か
、
富
山
の
良
さ
、

推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

技
術
立
県
め
、ざ
し
て

技
術
立
県
を
推
進
す
る
に
は
内
科
学
技
術
に
親
し
む

風
上
の
蟻
成
を
通
じ
て
、
創
造
性
豊
か
な
人
材
の
育
成

や
、
技
術
革
新
の
動
向
に
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
た

め
の
環
境
条
件
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

五
業
技
術
セ
ン
タ
ー
を
は
し
め
と
す
る
試
験
研
究
機

関
に
存
け
は
研
究
は
制
度
を
設
け
、
研
究
機
能
の
人
的
充

実
を
凶
リ
ま
す
。
ま
た
、
機
械
屯
チ
技
術
の
研
究
拠
点

と
し
て
、
五
業
技
術
セ
ン
タ
ー
高
山
研
究
所
の
基
本
ぷ

討
に
と
リ
か
か
る
ほ
か
、
民
間
研
究
所
立
地
焚
励
制
度

を
創
設
し
研
究
開
発
基
盤
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
バ
イ
オ
虚
業
振
興
協
会
(
仮
称
)
の
ぷ
立
、

組
営
に
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
林
業
試
験
場
の
改
築
竹
下
イ
の
ぷ
討
に
取
り
か

か
る
ほ
か
、
農
業
技
術
研
究
に
お
け
る
今
後
の
ぶ
向
の

検
討
な
ど
試
験
研
究
機
関
の
条
件
整
備
を
進
め
ま
す
。

高
度
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ

ア
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
の
尚
度
情
報
化
シ
ス
テ
ム
の
開
発

を
支
侵
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
情
報
化
社
会
の
形
成
を

め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

農
林
水
虐
業
は
、
食
料
の
安
定
供
給
を
は
じ
め
自
然

環
境
の
保
全
や
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
な
ど
、
県

新
分
肝
の
研
究
を
推
進
し
て
い
き
ま
す

第
三
次
産
業
の
振
興

尚
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
魅
力
あ
る
い
佐
業
と
し
て
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
消
費
布

二
!
"ス
を
的
般
に
児
院

し
、
経
常
A
n
瑚
化
、
近
代
化
を
凶
る
こ
と
が
肝
裂
で
す
。

こ
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
l
卜
事
業
な
ど
を
推
進

す
る
ほ
か
、
商
業
サ
ー
ビ
ス
振
興
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
を

進
め
る
な
ど
商
庖
街
機
能
の
高
度
化
、
活
性
化
を
凶
リ

ま
す
。

観
光
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
い
き
い
き
や
口
問
山
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
引
き
続
き
実
施
し
、
符
種
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
全
凶
に
富
山
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

貿
易
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
見
本
市
に
積

極
的
に
参
加
し
、
貿
易
情
報
の
収
集
、
提
供
、
県
産
品

の
販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。

民
生
活
の
安
定
と
本
県
経
済
の
発
展
に
極
め
て
重
要
な

役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
品
質
米
生
溢
を
基
幹
と
し
つ
つ
、

困
去
や
沓
必
の
振
興
を
凶
リ
、
地
域
性
盟
か
な
生
産
性

の
高
い
農
業
を
展
開
し
て
い
か
ね
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
、
農
地
流
動
化
、
中
核
農
家
を
中
心
と
し
た
地

域
ぐ
る
み
の
営
農
体
制
づ
く
リ
の
推
進
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
応
則
し
た
技
術
開
発
な
ど
総
合
的
な
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

昭
和
ぃ
ハ
十
.
一年
度
か
ら
始
ま
る
水
山
農
業
権
立
対
策

に
つ
い
て
は
、
生
極
右
、
生
日
並
省
凶
体
の
、
.
上
体
的
な
と

リ
く
み
を
基
従
に
、
一
転
作
の
質
的
向
上
と
定
着
化
を
促

進
す
る
た
め
、
奨
励
措
置
を
講
じ
ま
す
。

ま
た
、
作
物
の
友
之
多
以
の
基
本
と
な
る
上
づ
く
リ

の
推
進
や
輪
作
体
系
の
儲
立
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
必
地
づ
く
リ
を
進
め
、

一
回
の
特
嵯
.
上
凶
づ
く
リ
に

努
め
る
ほ
か
、
山
川
開
設
の
花
総
合
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

に
花
の
生
必
振
興
と
県
以
の
花
に
親
し
む
怠
識
の
高
揚

を
凶

づ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
農
地
の
流
動
化
や
汎
同
化
促
進
の
た
め
新

た
な
上
地
改
此
総
合
整
備
事
業
を
般
極
的
に
導
入
す
る

な
ど
、
農
業
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

者
雇
に
つ
い
て
は
、
生
必
性
の
向
上
を
め
ざ
し
、
水

川
を
活
則
し
た
肉
則
午
の
生
立
庄
振
興
に
努
め
、
ま
た
、

肉
同
午
改
良
増
殖
セ
ン
タ
ー
や
畜
産
凶
地
の
建
設
に
と

リ
く
み
ま
す
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
林
道
の
開
設
、
舗
装
な
ど
生
必

基
盤
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、
健
全
な
森
林
づ
く
リ
の

推
進
、
森
林
機
能
の
維
持
増
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

水
雇
業
に
つ
い
て
は
、
公
社
営
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
増
養
殖
の
拡
充
や
漁
礁
の
設
置
な
ど
、

日
取
近
の
一極
旧
を
と
リ
ま
く
環
境
に
つ
い
て
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
リ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
特
別

求
人
開
拓
の
実
施
や
件
種
媛
助
制
度
の
活
則
な
ど
、
離

職
者
の
再
就
職
の
促
進
と
一雄
同
の
安
定
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
出
岡
市
に
パ
ー
ト
一雇
用
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
新
た
に
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
協

会
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

職
業
能
力
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、
技
術
革
新
の
進

展
に
対
応
す
る
た
め
、
富
山
山
等
技
能
学
校
の
改
築
を

中
心
と
し
た
富
山
職
業
能
力
開
発
カ
レ
ッ
ジ
(
仮
称
)

の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

労
働
福
祉
に
つ
い
て
は
、
勤
労
者
福
祉
の
あ
リ
方
に

つ
い
て
の
調
査
研
究
、
勤
労
者
金
融
対
策
の
充
実
を
凶

リ
ま
す
。

ま
た
、
男
友
雇
用
機
会
均
等
法
の
趣
旨
に
も
と
づ
き
、

働
く
い
町
人
の
家
の
活
動
に
助
成
す
る
な
ど
し
て
、
女
子

労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
凶
づ
て
い
き
ま
す
。

素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、

県
内
外
に
富
山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
の

リ
育
て
る
漁
業
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
漁
場
調

査
船
は
や
っ
き
の
代
船
を
建
造
し
ま
す
。

っ
く

創
造
性
豊
か
な
工
業
の
育
成
に
は
、
高
付
加
価
値
化

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
中
小
企
業
に
つ
い
て

は
、
円
高
に
よ
る
厳
し
い
経
営
環
境
を
克
服
で
き
る
よ

う
事
業
転
換
や
企
業
体
質
の
強
化
に
対
し
き
め
細
か
な

指
導
や
支
援
措
置
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
新
し
い

崖
業
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
基
盤
施
設
整
備
の
検
討

や
全
国
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、

デ
ザ
イ
ン
開
発
力
の
向
上
、
強
化
を
凶
る
た
め
、

第
三
セ
ク
タ
ー
庁
式
に
よ
る
イ
ン

i

タ
ス
ト
リ
ア
ル
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

企
業
立
地
に
つ
い
て
は
、
企
業
立
地
推
進
事
業
補
助

金
の
対
象
業
種
に
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
を
加
え
ま
す
。

中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
経
営
安
定
と
体
質

強
化
の
た
め
、
中
小
企
業
凶
地
の
育
成
な
ど
高
度
化
施

策
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、
県
単
独
融
資
制
度
や

F
請

中
小
企
業
対
策
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
と
リ
わ
け
、

繊
維
正
業
の
事
業
転
換
や
新
分
野
進
出
な
ど
の
た
め
の

設
備
共
同
廃
棄
事
業
に
つ
き
高
度
化
資
金
の
融
資
を
、

特
定
地
域
中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
に
、
特
別
融
資
制

度
な
ど
の
活
用
や
加
速
的
技
術
開
発
支
援
事
業
を
創
設

し
ま
す
。

地
場
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
商
品
開
発
、
人
材

育
成
、
ふ
る
さ
と
産
品
愛
用
運
動
な
ど
を
展
開
す
る
ほ

か
、
版
路
開
拓
に
つ
い
て
支
援
し
ま
す
。

薬
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
産
・
学

・
官
の
連
携
を

凶
リ
な
が
ら
和
漢
薬
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の

12 13 
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春のチューリップ畑は、一面にじゅうたんを敷きつめた ~叩』ー口、、づ
ような美しき。けれど、その美しきも2・3日。球根を太らせるため J、--'ゐ -WI ノ./

花は摘み取られてしま~ ~~す。開花を待って摘み取られるのは、花弁からしか分からない病気を見つけるためで、

摘み取られた花は田んぼに肥料としてまかれますL富山の春を彩るチューリップ、花ことばは一般には思いやり、

黄色はむなしい愛、白は失恋、紅は情熱または恋の告白、ふ入りは美しい目または魅惑、紫は永遠の愛、

きて、あなたの庭のチューリッフ。は何色でトすか。



4
月
間
日

富
山
県
花
総
合
セ
ン
タ
ー
/O

P

エ
レ
ガ
ガ

i
デ

E
 

ン
N た

か
ん
ど
A

，

砺
波
市
高
道
に
、
花
総
合
セ
ン
タ
ー
(
愛
称

工
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
)
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
実
際

に
花
と
親
し
く
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
花
の
つ
く
リ

方
等
を
学
べ
る
総
合
的
な
花
の
指
導
研
修
施
設

で
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
オ
ー
ブ
ン
記
念
に
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
取
リ
そ
ろ
え
、
皆
さ
ん
の
お
来
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

5棟

3棟

園地・実証展示ほ等

実証展示ほ 5，000m' 

ふるさと見本国 8，200m' 

モデル花壇 1，500m' 

ふれあい広場 860附

展示温室等

701 m' 

950m' 

409m' 

-施設内容

建物

センタ一本館

温室

作業管理棟等
-

突

る

発

な

内
煙
い
て
と

、
が
て
し
因

材

材

し

化

原

す

地

装

接

炭

の

ま

下

外

に

と

火

り

※
 

川
日
附
一

最
近

生
活
様
式
が
変
わ

り
、
各
家
庭
に
お
い
て
高
発

※メガネ石は内・

外とも露出さ

せましょう 。

熱
量
の
ボ
イ
ラ
ー
や
風
呂
釜

等
が
設
置
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て

煙
突
回
り
の
施
工
上
の
不
備

発
生
し
て
い
ま
す
。

に
よ
る
火
災
が
毎
年
十
件
程

正
し
い
施
工
方
法
に
よ
り

λ
J

。
大
切
な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ

【
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
イ
ベ
ン
ト
】

女
こ
れ
が
、D
I
V
--s
o
n
だ

寸
ぶ
劇
劇
劇
川
以
内
刈
I

l

-

-

北
陸
初
登
場
の
D
1
ビ
ジ

ョ
ン
(
愛
称
工
レ

ガ
ビ
ジ
ョ
ン
、

D
l
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
四
台
の
ビ

デ
オ
力
メ
ラ
に
よ
る
特
殊
撮
影
と
特
殊
処
理
加

工
で
作
ら
れ
ま
す
)
で
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
立

体
映
像
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。
中
身
は
行

っ
て
見
て
の
お
楽
し
み
。

女
花
こ
と
ば
フォ
ー
ラ
ム

円
凶
四
閣
閣
閣
同
団
川
M
l
l

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ

l
用
に
選
ば
れ
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
品
種
の
花
こ
と
ば
を
パ
ネ
ラ

l
と

一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
満
開

の
会
場
で
、
花
こ
と
ぱ
談
義
の
ハ
ナ
を
咲
か
せ

ま
し
ょ
う
。

女
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
・
世
界
の

花
の
旅
肉
晴

幽
門

1
1
1
1

最
新
鋭
の
ズ
1

ミ
ン
グ
ス
ラ
イ
ド
映
写
機
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
し
、
ワ
イ
ド
ス
ク
リ

ー
ン
に
世
界
の
花
を
投
影
し
ま
す
。
迫
力
あ
る

花
の
世
界
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

女
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
切
花
品
評
会

門
閣
閣
門
ハ
パ
ハ

県
内
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
生
産
農
家
が
持

ち
ょ
っ
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
切
花
約
五
百
本
の

品
評
会
で
す
。
色
、
形
、
各
種
各
様
の
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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花総合セ ンター
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〈誤った施工例〉〈正しい施工例〉



「県政パス教室J(こ
参加してみませんヵ、

「
県
政
パ
ス
教
室
」
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

県
の
公
共
施
設
や
事
業
の
実
施
状
況
等
を
実
際

に
見
て
い
た
だ
き
、
県
政
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
率
直
な
ご
意
見
や

ご
要
望
を
お
聞
き
し
、
県
の
施
策
に
反
映
さ
せ

る
た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

回
往・応
復 ・裏
|ま・方
が・法
す .

て
申
し
込
み
く
だ
さ
し1

団

体

〈
個

人

・
グ

ル

ー
プ
〉

口

(
人
数
)

-
M
体
名

・
代
表
者

氏
名
・住
所
・
T
E
L

・
参
加
人
数

・
コ
ー
ス
及
び
運
行
口

第
1
希
望

第
2
希
望

-
氏

名

・
住

所

・T
E
L

-
コ
l
ス
及
び
運
行
口

第

l
希
望

第

2
希
望

所

住

所

住

殿

名

殿

氏

氏

名

口団
体
と
は
、
単

一
団
体
又
は
数
グ
ル
ー
プ
て
構
成
さ

れ
た
概
ね

初
j
mw
名
の
集
団
を
い

い
ま
す
。

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

富山 区地

錫負郡 上新川郡 市富山

T 高新車輪l曲I lR E I 企
EL 百県 申

し

。1U 民部広 込

み

3411じ1| l 4 【

先
| 課
3 
l 

3111|人T14 j 

砺波 魚津 高岡

福町光 砺都東渡 市小矢部 砺波市 新川郡中 下新川郡 川市滑 黒郡市 市魚津 福町岡 射郡水 氷市見新湊市 市高岡

TE 砺荒酬字I 砺波 T 魚i斬f行ド 魚 T l何AJ刈H t日l 高E i.lt ;章 E 岡
土 地 土 地 土 地
07 方県 0 方

一。f? t 民方県相談室
!U 民県

3よ1551li乙3 両波総介!合内じl 民相球E主2 

5 
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4911l 附総庁会d作内J 

内閣
申
し
込
み
コ

l
ス
及
び
運
行
日

該
叫
す
る
地
区
の
運
行
表
の
中
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い
。

圃
申
し
込
み
受
付
期
間

運
行
分
4
月
7
日
1
4
月
日
日

5 
月

6 
月

4
月
お
H
1
5
月
7
H

" 

7 
月

5
月
お
日

i

6
月
5
u

" 

親
子
パ
ス

" 
6
月
お
日

1
7
月
6
日
(
夏
休
み
期
間
に
運
行
)

9 
月

7
川
お
日
1
8
月
5
日

" 

nu
・

司

i
司
寸
J

1
A

唱

EA
-
-
-F

" 

8
月
お
日

1
9
月
5
日

※
親
子
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
後
日
案
内
し
、
募
集
い
た
し
ま
す
。

固
参
加
の
決
定

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
せ
ん
に
よ
リ
決
定
し
、
結
果
は

通
知
し
ま
す
。

固
そ
の
他

ω参
加
費
は
無
料
で
す
。
た
だ
し
、
人
館
料
の
必
要
な
施
設

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
入
館
料
を
負
担
し
て
下
さ
い
。

ω昼
食
、
お
茶
は
各
自
持
参
し
て
下
さ
い
。

ω同
体
に
づ
い
て
は
、
指
定
さ
れ
る
場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
人

1

刷
飲
酒
は
お
断
り
し
ま
す
。

同
都
合
に
よ
リ
、

一部
コ
ー
ス
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
リ
ま
す
。

木材試験場~ウッドリーム(木工実習)-
緑化センター(園芸教室 ・昼食)-科学
文化センター~県庁~富山港展望台

情報教育センター(パソコン実習)-衛生

研究所(昼食)-近代美術館~県庁~高岡
文化ホール

交通安全情物館~魚津水族館(昼食)-果
樹試験場~県庁~富山広域圏クリーンセ
ンター

敬寿苑~総合体育センタ一(昼食 ・ミ二
スポーツセミナー)-くすり製造工場~
県庁~公文書館

利賀合掌文化村~利賀少年自然の家(昼
食)-岩魚の養殖場~庄川水記念公園~
井波彫刻伝産会館

健康増進センタ一(健康 ・体力チェック)
~水産試験場~黒部青少年の家(昼食)-
黒部市吉田科学館

情報教育センタ一(パソコン実習)-工業
技術センター(昼食)-高岡銅器工場~金
屋町街並~瑞竜寺(Y;ひとつやいと)

総合体育センター(ミ二 ・スポーツセミ
ナー)-立山山麓家族旅行村(花きり ・
昼食)ゴンドラリフト~中央病院(和漢
診療、新生児医療)-警察資料館

(山道徒歩 1時間30分あります)

相倉入口園地~五箇山国民休養地~五箇
和紙組合

五箇和紙組合~ささら館(昼食)-岩瀬家
~行徳寺~相倉民俗舘~工レガガーデン

(山道徒歩 1時間30分あります)
有峰記念館~有峰ふるさと自然公園~大
山町歴史民俗資料館

% 

18 

職業訓練センター(県民技能教室)-教育
文化会館(昼食)-富山市フラワーセンタ
ー~山村特産指導所~八尾中核工業団地

高志リハビリ病院 ・授産ホーム%のみ、
育樹祭(朝日町)-交通安全博物館(昼食)
~百河豚美術館不動室遺跡~入善町フラ
ワーセンター

城端曳山会館 ・善徳寺~砺j皮青少年の家

(茶会 ・昼食)-薬事研究所~ウッドリ
ム(木工実習)

(山道徒歩 1時間30分あります)

有峰記念館~有峰ふるさと自然公園~大
山町歴史民俗資料館

全国テクノポリス ・シンポジウム(講演・
パネルディス力ッション)-カルチャー
パーク~八尾中核工業団地~八尾曳山展
示館

(山道徒歩 1時間30分あります)

朝日町城山駐車場~あさひ国民休養地~
鹿島神社~不動堂遺跡

ア
ク
ノ

全国テクノポリス ・シンポジウム(講演・
パネルディス力ッション)-アルミニウ
ム工場~工業技術センター

情報教育センター(パソコン実習)-内山
邸(昼食)-富山市民俗民芸村~県庁~富
山空港%、%

%、%

%、%

%、%

i九

予告、 ちら

予告、 % 

%、%

総合体育センター(ミ二 ・スポーツセミ
ナー・昼食)-高志リハビリ病院 ・授産
ホーム~県庁~消費生活センター

城端曳山会館 ・善徳寺~工レガガーデン
(昼食)-ウッドリーム(木工実習)-衛生
研究所

近代美術館~庄川水記念公園(昼食)%の
みウッドリーム~植樹祭(大門町)-マー
シー園~井波スノーレス下水路~瑞泉寺

富山新港展望台~工業技術センター(昼
食)-高岡銅器工場~小矢部メルヘンの
街

北アルプス文化センタ一(山岳博物館)-
立山寺~東福寺野公園(昼食)-消費生活

センタ一~県庁~工レガガーデン% 

%、% 太閤山ランド~総合体育センター(昼食)
~健康増進センター (健康 ・体力チェッ
ク)-県庁~富山交通管制センター弘、 1払

%、% 情報教育センター(パソコン実習)-呉羽

ハイツ(昼食)-科学文化センター~近代
美術館~金岡邸男、%

話、% ゴンドラリフト ・立山山麓家族旅行村(花
きり ・昼食)-立山少年自然の家~食昂
研究所

%、九 公害センター~ウッドリーム(木工実習)
~春日荘(昼食)-畜産試験場~八尾曳山
展示館~和紙文庫

%、%

% %、%

奈川
;谷

ア

ク
ノ

五箇和紙組合~ささら館(昼食)-岩瀬家
~行徳寺~野菜花き試験場

九
(山道徒歩 1時間30分あります)

相倉入口園地~五箇山国民休養地~五箇
和紙組合

%、巧

I{o、労1

交通安全博物館~魚津水族館(昼食)-く
すり製造工場~農業試験場

% (山道徒歩 1時間30分あります)

朝日町城山駐車場~あさひ国民休養地~
鹿島神社~不動室遺跡

%、 予告

% 

% 
全国テクノポリス ・シンポジウム(講演・
パネルディス力ツション)-カルチヤー
パーク~八尾中核工業団地~八尾曳山展
示館

全国テクノポリス ・シンポジウム(講演・
パネルディスカッション)-アルミニウ
ム工場~工業技術センター

% 

F 

森
林
浴
士
ア
ク
ノ

% 

※森林浴コース雨天中止の場合は、各地区とも 高岡地区Fコースに変更 します。
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昭和~年 1 月 1 日現在目

今
年
の
地
価
公
示
価
格
が
四
月

一
日

付
け
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

地
価
公
示
は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在

の
調
査
地
点
の
価
格
(
一
平
方
メ
ー
ト

ル
当
り
)
を
国
土
庁
が
発
表
す
る
も
の

で
、
県
内
に
は
百
五
十
四
ヵ
所
の
調
査

地
点
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
価
公
示
価
格
は
、
一
般
の
土
地
取

引
の
目
安
と
し
て
、
ま
た
、
公
共
事
業

用
地
の
取
得
価
格
の
算
定
基
礎
や
国
土

利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
届
出

の
価
格
審
査
基
準
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
の
地
価
公
示
に
よ
る
と
、
本
県

の
地
価
は
前
年
に
比
べ

一
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年

の

て

九
パ
ー
セ
ン
ト
を

0
・
二
ポ
イ
ン

ト
下
回
る
も
の
で
、
本
県
の
地
価
上
昇

率
は
、
昭
和
五
十
六
年
を
ピ

l
ク
に
六

年
連
続
し
て
下
降
し
て
い
ま
す
。
全
国

平
均
が
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
と
前

年
を
五
・
一
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
の
に

比
べ
る
と
、
本
県
の
地
価
は
安
定
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。

土
地
の
取
引
を
す
る
と
き
に
は
、
地

価
公
示
ま
た
は
地
価
調
査
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

地
価
公
示
等
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、
県
庁
県
民
生
活
課
ま
た
は
各
市

町
村
の
土
地
対
策
担
当
課
へ
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

単
位
/
パ
ー
セ
ン
ト

V住宅地

大町5-3

熊野町7-8

野村933番55

伏木矢田6-2

野村382番5

波岡90番1

永楽町6-12

立野字舘565番4

駅南3-11-5

赤祖父318番2

木津675番3

泉町10-40

江尻字村前100番28

伏木東一宮12-30

下牧野字埋田397番5

中田字木村4916番I

戸出町4-2-21

V宅地見込地

出来田389番

V商業地

宮脇町字吉田1003番l外

本丸町13-11

旅龍町13番外

伏木錦町6-1

駅南1-8-29

三番町15番2外

V準工業地

内免4-6-43

千石町3-13

江尻字村前315番5外

金屋町8-11

V工業地

吉久1丁目 351番5

37，400 1.1 

32，500 0.9 

21，800 0 

V住宅地

速星842番1外

国島1009番6

長沢字山岸4522番8

1.2 

1.3 

41，500 

30，500 

V住宅地

田中町184番l外

中川原319番

V商業地

中川原74番

市l
 
l
 

---Ee 
滑

29，400 0.7 

22，000 0.9 

39，900 1.0 

44，100 1.8 

24，600 1. 2 

V市街化調整区域内宅地

中曽根718番

佐b日野字屋敷1443番1外

福田六家113番

佐野276番25

上麻生字宮叫978番l外

49，500 1.0 

20，500 0.5 

28，400 0.4 

有沢字七十苅2405番l外

水橋上桜木191番2

開発285番

市岡高

141，0002.2 

109，000 1. 9 

128，000 0.8 

30，800 0.7 

120，000 1. 7 

104，000 1.0 

170，000 4.3 

1.8 

12，100 0.8 

16，300 0.6 

14，6000.7 

V住宅地

北野字八切1551番3

小島1014番2外

小島382番11

33，200 2.8 

36，800 0.8 

38，400 0.8 

40，000 2.6 

39，200 1.3 

93，700 3.0 

47，600 3.0 

40，000 

50，500 

1.0 

16，800 

63，600 

42，900 1. 7 

38，200 1.6 

41，800 3.0 

町島大

19，000 0.5 

9，240 0 

20 

V住宅地

戸破字後宝1291番l

戸破字若宮3149番4

三 ヶ字中吉原3604番2外

三 ヶ2509番2

戸破字神田4005番3外

V商業地

三 ヶ字中吉原3654番1

V市街化調整区域内宅地

中老田新字星丸554番8

V住宅地

大門字道山125番4

二 口字馬渡り 1966番

二 口字南野割2346番3

V商業地

二 口字光明寺2936番6

V市街化調整区域内宅地

中田870番l

V市街化調整区域内宅地

加茂字太子田3628番l外

白石343番

V市街化調整区域内宅地

竹内188番

古海老江41番1外

婦

町

町

村

村

町

杉

F可

橋

中

大

下

舟

1.5 

144，000 2.9 

87，700 2.0 

V住宅地

三 日市字米国1408番2外

生地神区293番1外

V商業地

三 日市字桜枝3206番2外

砺

74，600 

42，000 

V住宅地

幸町21-33

窪2271番7

V商業地

中央町3-4

74，800 0.8 

115，000 3.6 

117，000 2.6 

70，700 1.0 

19，100 0.5 

57，700 2.5 

40，500 1. 3 

48，200 1.9 

56，600 2.5 

1.1 

134，000 3.1 

48，100 1. 5 

45，900 1. 5 

1.5 

26，000 0.8 

29，200 0.7 

26，900 0.7 

27，000 

183，000 

207，000 

磯部町2-2-3

音羽町2-1-27

神通町2-4-2

水橋畠等字西狭場60番l

束中野町1-2-20

清水町7-2-15

舟橋南町6-20

V宅地見込地

新庄町字道田割3番2

V商業地

西町4-10

水橋町字大町49番1外

五番町4-16

呉羽町字海老山7085番l外

永楽町6-10

五福字見付回5897番4

太田口通りト5一10

堤町通り 2-7-8

大町字当後割17番1外

泉町ト1-3

星井町2-7-40

丸の内2-3-12

桜橋通りか11

諏訪川原3-4-12

桜町2-1-8

東岩瀬町字新町576番2

東団地方町2-2-7

V準工業地

点橋中村428番l外

上飯野字樋向割40番3外

黒崎字松ノ木害1]627番1

舘出字上川原割l番l外

豊田町1-1-8

米国字大党75番2外

上赤江町1-11-40

V工業地

向新庄917番1外

V市街化調整区域内宅地

高木字中坪1148番外

花木字土田割400番2

針原中町字好西寺826番4外

昭 和62年 1月 1日時点

左から所在地及び地番

価格(円/附)

対前年上昇率(%)

V住宅地

上庄町38番 41，000 1.2 

四方西岩瀬字石瀬156番 23，000 0.9 

草島字砂田287番41 26，700 0.8 

富岡町230番 44，000 0.5 

呉羽町字三舛苅5102番22 45，400 1.3 

五福字青山4372番2 77 ，600 1. 7 

上袋300番外 48，300 3.0 

米田すずかけ台2丁目 102番 40，300 2.5 

秋吉字大曲害1]1番107 69，300 1.2 

石坂字茶円2674番外 47，300 1. 7 

町村字長峰害1]101番3 42，000 1. 2 

大町字市右ヱ門書1]198番2 67，700 2.3 

山室字東田害1]191番31 55，500 4.3 

水橋舘町字紺屋作417番1 35，600 2.0 

蓮町字一本木割93番8 43，100 1.4 

長江新町2-6-14 78，800 1.0 

弥生町1-2-11 114，000 0.9 

永楽町36-13 86，000 1.2 

藤の木台1丁目43番 42，000 0.5 

粟島町1-14-8 44，100 1.8 

新庄町字馬場73番5 48，800 0.6 

五福字田中島486番1 79，700 1.5 

荒川字前田筈IJ48番2外 50，000 1. 0 

於保多町8-3 101，000 1.6 

1屈川町字鳥ノ木害1]713番2 59，000 1.4 

大泉東町1-2-23 106，000 1.9 

西中野町ト3-12 127，000 1.6 

清水中町2-6 121，0000.8 

千石町4-5-9 143，0002.1 

布瀬町字町口割645番24外 97，200 1.8 

楓川小泉町字古道筈IJ563番8外 102，000 1.0 

奥田寿町9-13 123，0003.4 

市

市

小矢部市

V住宅地

城山町2-42

畠中町8-22

V商業地

石動町12-23

V住宅地

広上町1-13

豊町1-2

V商業地

中央町1-5

部

波

黒

1.3 

1.1 

58，100 1. 8 

49，100 1.7 

18，4000.5 

158，000 1. 9 

83，500 0.6 

34，300 1. 2 

22，100 1. 4 

1.3 

82，700 1. 5 

99，600 1. 5 

15，900 

30，500 

192，000 

V 住宅地

三 日曽恨13-8

本町1-1-17

東明七軒2番4

V商業地

本町3-18-10

I~J 新{奏 19- 2

V準工業地

庄西町1-18-25

七美中聖子65番l外

V工業地

二の丸町345番

V市街化調整区域内宅地

松木751番

氷

市

市

市

V住宅地

本i工新町ー8-22

釈迦堂ト9-20

V商業地

新宿7-11

湊

津

見

新

魚

72，900 1.0 

61，900 1. 5 

74，300 1.8 

46，700 2.0 

74，500 1. 4 

50，300 0.6 

56，600 1.4 

37，800 1.3 

132，000 1. 5 

76，100 2.0 

58，600 1. 2 

79，800 1.9 

61，400 1.5 

59，500 1.0 

34，400 2.4 

26，600 1.1 

45，400 1.1 

31，000 0.6 

990，000 1.0 

252，000 2.9 

101，000 1.0 

86，800 2.1 

247，000 1. 6 

255，000 0.8 

12，600 0.8 

1，730，000 3.0 

51，300 0.6 

248，000 0.4 

108，000 2.9 

193，000 2.1 

118，000 1. 7 

330，000 0.3 

455，000 2.9 

172 ，000 2.4 

239，000 2.1 

292，000 3.2 

330，000 

800，000 9.6 

187，000 1. 6 

943，000 15.0 

54，000 0.9 

187，0001.1 

21，500 1. 4 

49，000 0.6 

53，800 3.9 

132，000 1. 5 

77 ，000 2.1 

45，400 

111 ，000 2.8 

市山富
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気
分
は
ま
L
マ
美
術
¥

時... 除 .

未
知
の
館
ヘ

わ
く
わ
く
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

昨
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
リ
の
工
業

技
術
セ
ン
タ
ー
、

一
体
ど
ん
な
こ
と
が
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
訪
れ
ま

し
た
。

大
き
な
窓
、
ガ
ラ
ス
張
リ
に
な
っ
て
い
る
廊

下
の
天
井
、
ま
る
で
美
術
館
の
よ
う
に
明
る
い

清
潔
感
あ
ぶ
れ
る
建
物
で
す
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
い
っ
た
い
ど
ん
な
目

的
て
建
て
ら
れ
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、

お
話
を
伺
い
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
室
を

実
際
に
見
学
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
近
年
、
技
術
分
野
の
拡

大
や
新
素
材

・
新
技
術
の
開
発
な
ど
が
求
め
ら

れ
る
な
か
、
県
内
工
業
界
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
す

る
開
発
研
究
と
指
導
普
及
の
体
制
の
整
備
の
た

め
に
、
ま
た
高
度
情
報
化
の
推
進
機
関
と
し
て

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
、
新
技
術

・

新
製
品
の
開
発
研
究
、
企
業
の
技
術
指
導
や
相

談
、
企
業
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
分
析

・
試
験
な

ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
や
大
学

と
の
共
同
研
究
や
技
術
者
の
養
成
、
研
究
会
等

の
開
催
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
会
誌
な
ど
を
閲

は
、
企
業
と
の

共
同
研
究
て
工

業
機
械
の
ボ
ル

ト
な
ど
を
開
発

し
ま
し
た
。
し

か
し
単
価
が
高

い
こ
と
、
作
る

と
き
の
条
件
に

十
分
注
意
を
払

わ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
金
属

と
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
の
な
じ
み
性

な
ど
の
問
題
点

も
あ
る
こ
と
か

ら
、
研
究
は
続

け
ら
れ
て
い
ま

す
。実

際
に
研
究
室
に
行
き
多
く
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
に
関
す
る
機
械
や
製
品
を
見
せ
て
項
き
ま
し

た
。
少
し
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
が
身
近
に
な
っ
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
早
く
私
達
の
日
常
生
活
に

も
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
が
取
リ
入
れ
ら
れ
る
と
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

苦
手
な
理
科
に
も
興
昧
が

こ
の
他
に
も
、

レ
ー
ザ
ー
に
よ
リ
細
か
い
粒

子
を
測
る
機
械
、
原
子
の
つ
み
重
な
リ
方

・
性

質

・
結
品
構
造
を
調
べ
る
機
械
、
温
度
や
湿
度

な
ど
を
自
由
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
部

屋
な
ど
様
々
な
機
械
や
特
殊
な
部
屋
が
あ
リ
ま

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

覧
で
き
る
部
屋
や
展
示
会
の
で
き
る
ホ
ー
ル
な

ど
が
あ
リ
、
企
業
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

一
般
の
人
々
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

普
通
、
研
究
所
と
言
え
ば
秘
密
の
場
所
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
リ
ま
す
が
、
こ
こ
は
ま
さ
に

県
民
の
た
め
に
企
業
の
た
め
に
聞
か
れ
た
研
究

所
と
言
え
る
で
レ
ょ
う
。

な
お
、
高
度
な
研
究
環
境
、
施
設
、
設
備
を

持
つ
こ
と
で
は
、
筑
波
学
園
都
市
の
国
立
研
究

機
関
に
お
と
ら
ず
、
県
レ
ベ
ル
で
は
、
日
本

一

の
研
究
所
だ
そ
う
で
す
。

説
明
を
お
聞
き
し
て
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
こ

と
が
少
し
わ
か
リ
か
け
て
き
ま
し
た
。
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セ
ラ
ミ
ッ
ク
っ
て
何
?

次
に
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が
開
発
に
力
を
注
い

で
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
複
合
材
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

ス
」
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。「
セ
ラ
ミ
ッ

ク
ス
」
と
い
う
言
葉
は
最
近
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
目
に
つ
く
よ
う
に
な
リ
ま
し
た
が
、

一
体

ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス

は
、
と
て
も
堅
く
ま
た
熱
や
薬
品

・
酸
に
強
い

性
質
を
持
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
こ

れ
か
ら
の
技
術
革
新
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
で

一
つ
の
機
械
が
何
百
万
円
何
千
万
円
も

す
る
そ
う
で
、
そ
れ
が
数
十
種
類
も
そ
ろ
っ
て

い
る
と
聞
い
て
た
い
へ
ん
驚
き
ま
し
た
。

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
私
が
最
初
に
想
像

し
て
い
た
難
レ
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
く
、
広
々
と

し
た
明
る
い
雰
囲
気
の
気
軽
な
お
も
し
ろ
い
場

所
で
し
た
。
案
内
し
て
下
さ
っ
た
方
や
そ
れ
ぞ

れ
の
研
究
室
の
み
な
さ
ん
も
親
切
に
わ
か
リ
や

す
く
説
明
し
て
下
さ
リ
、
苦
手
で
つ
い
敬
遠
し

た
く
な
る
理
科
の
分
野
に
も
興
味
が
わ
い
て
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ん
も

一
度
訪
ね
て
み
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

し
た
。

※
今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー
は
、
富
山
市
に
お
住
ま

い
の
野
崎
リ
ち
子
さ
ん
で
し
た
。
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-Rレポ
ー
タ
ー
募
集

一

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
り
た
い
、
」
「
県
政
の

あ
ん
な
所
こ
ん
な
所
が
見
て
み
た
い
、
」
、

こ
の
よ
う
な
方
は
、
県
庁
広
報
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
お
待
ち
し
て
い
ま
す

(2
0
7
6
4
例
4
1
1
1
)



波

砺

市

ふるさと
みてある

砺
波
の
春

は
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ

。
今

年

も

四

月

二
十
六

日
か
ら
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
フ
ェ
ア
が
始

ま
る
が
、
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
は
花
を
眺
め
る
だ
け

な
ん
て
古

い
。
花
び
ら
は
、
香
水
、
オ

l
デ
コ

、

ロ
ン
、
石
け
ん
に
、
球
根
は
お

?
-h
菓

子

や
料
理
に
な
っ
て
し
ま

'

箱

隠

匂

‘

、

.

ぅ
。
そ
し
て
こ
λ

ぶ

h
『

μ
-

a
y
a
h

聞
こ
え
て
き
た
。

句、

h
.
a
m

』.、，
d

一

咲
い
た
り咲
い
た

1

・

チ

ュ

ー

リ

ッ
プ

の

花

、が

〆、。、

i

v

d

A

染
ま

っ
た
染
ま

っ
た
未
白
黄
色

F
d

ど

の

花

で

染

め

て

も

き

れ

い

だ

な

ワ
ク
ワ
ク
ド
寺
ド
寺

ノ
ブ
子
1
7
ヴ
プ
染
の

「
ま
だ
か
ね
|
」
「
い
い
色
に
な
っ
て
き
た
ね
。
も
う

少
し
や
ろ
U

酢
の
匂
い
が
漂
う
。
主
婦
た
ち
が
ナ
ベ
の

中
を
は
し
で
か
き
回
レ
て
い
る
。
洗
た
く
ば
さ
み
や
割

リ
ぱ
レ
が
グ
ツ
グ
ツ
踊
っ
て
い
る
。
た
だ
今
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
染
め
の
ま
っ
最
中
、
そ
の
名
も
「
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ

花
び
ら
染
め
研
究
会
」
。
チ
ュ

ー
リ

ッ
プ
農
家
の
人
も
い

れ
ば
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
家
庭
の
人
も
い
る
。
ブ
口
の
子
に

よ
る
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
染
め
の
着
物
を
見
て
感
動
し
た
主

婦
た
ち
の
集
ま
リ
だ
。
染

め
る
人
、
洗
う
人
、
乾
か

す
人
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け

る
人
、
子
と
同
時
に
口
も

動
き
、
と
て
も
に
ぎ
や
か

だ。

「
染
液
を
作
る
の
が

一
番
大
変
な
が
で
す
U

と
会
長

の
小
竹
和
子
さ
ん
。
一

枚
ず
つ
は
が
し
て
花
粉
を
洗
い

落
と
し
た
花
び
ら
を
、
洗
た
く
板
て
こ
す
っ
て
汁
を
出

す
。
こ
の
汁
を
五
日
く
ら
い
か
け
て
発
酵
さ
せ
て
(
こ

れ
が
酢
の
匂
い
の
素
)
煮
、
さ
ら
に

一
l
二
日
お
い
て

上
ず
み
液
を
取
る
。
こ
の
汁
を
水
で
伸
ば
し
た
リ
煮
詰

め
た
り
し
て
や
っ
と
染
液
が
で
き
る
。
こ
の
液
で
布
を

グ
ツ
グ
ツ
と
煮
、
さ
ら
に
媒
染
液
(
椿
の
灰
を
水
に
溶

か
し
た
も
の
等
)
に
つ
け
る
。
手
間
の
か
か
る
こ
と
。

着
物

一
反
染
め
る
と
し
た
ら
二
千
本
の
花
が
必
要
と
か
。

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
染
め
は
、
ど
ん
な
色
の
花
び
ら
で
も

で
き
る
し
、
茎
や
球
根
の
皮
で
も
き
れ
い
に
で
き
る
。

ほ
ん
の
り
と
淡
い
、
優
し
い
色
合
い
だ
。
模
様
は
、
糸

で
縛
っ
た
リ
、
割
リ
ぱ
し
ゃ
洗
た
く
ば
さ
み
で
止
め
た

り
と
工
夫
し
て
い
る
が
、
「
な
か
な
か
思
っ
た
色
や
模
様

に
な
ら
ん
で
ね
U

「
ど
ん
な
も
ん
が
で
き
る
か
わ
か
ら
ん

が
が
、
ま
た
楽
し
み
な
が
い
け
ど
U

と
口
々
に
言
う
。

が
っ
か
り
し
た
リ
、

喜
ん
だ
リ
、

・布
を
広
げ
る
の
は
ワ

ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
だ
。

今
は
、
ハ
ン
カ
チ
や
ネ
ク
タ
イ
、
半
衿
て
研
究
中
の

皆
さ
ん
、
そ
の
う
ち
素
晴
ら
し
い
着
物
を
染
め
て
く
れ

る
だ
ろ
う
。
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¥ 
〆

潜
入
/
子
供
歌
舞
伎
曳
山
車

a舞
台
裏

砺
波
の
春
を
彩
る
も
の
が
も
う

一
つ
あ
る
。
四

月
十
六

i
十
七
日
出
町
町
内
十
七
会
場
で
繰
リ
広

げ
ら
れ
る
子
供
歌
舞
伎
だ
。
年
の
頃
は
八

1
十
二

歳
。
化
粧
の
下
に
あ
ど
け
な
さ
を
秘
め
た
役
者
達

が
、
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
い
、
「寄
せ
た
り

寄
せ
た
リ
和
田
の
岬
の
弓
手
よ
り
I

l

-

-

」
と
大

熱
演
。
舞
台
は
絢
嫡
豪
華
な
曳
山
て
あ
る
。

こ
の
華
や
か
な
舞
台
の
裏
に
は
、

ビ
ッ
子
役
者
を
支
え
る
大
人

い
る
。
三
味
線
、
語
リ
、

、
太
鼓
、
拍
子
木
:
・

:
・
彼
ら
は
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
し
な
が

ら
子
供
た
ち
を

盛
リ
立
て
て
い

る
。
百
々
志
信

砺波市の概要

36，516人
(昭和60年国勢調査)

面積 96.33平方キロメートル

砺波平野の中心にある砺波市、

夢の平などに上れば散居村風景の

広がる市内の様子が一望できる。

県民公園 「頼成の森」は自 然観察

やハイキ ングに最適。市内を流れ

る庄川では鮎がはね、 太公望がや

ってくる。

人口

さ
ん
も
そ
の

一
人
。
初
め
て
三
味
線
を
抱
え
て
曳
山
に

上
っ
た
の
が
三
十
五
年
前
。
当
時
は
た
く
さ
ん
い
た
三

味
線
弾
き
も
今
は
彼
女

一
人
。
子
供
歌
舞
伎
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
人
だ
。

ふ
と
ざ
お

浄
瑠
璃
に
使
う
三
味
線
は
か
太
梓
。
と
い
っ
て
普
通

ば
ち

の
も
の
よ
リ
大
き
い
。
援
も
二
倍
く
ら
い
の
大
き
さ
が

あ
り
、
ず
っ
し
リ
重
い
が
、

三
味
線
と
と
も
に
生
き
て

き
た
彼
女
に
は
何
と
も
な
い
。

練
習
は
三
月
末
か
ら
毎
日
続
け
ら
れ
る
。
「だ
や
い
こ

と
も
あ
る
け
ど
、
子
供
達
が

一
生
懸
命
役
に
な
り
切
ろ

う
と
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
す
U

と
言
、っ
。
本
番
の
二
日
間
は
曳
山
に
か
か
リ
き
リ
。
「毎

年
出
と
っ
て
も
最
初
は
上
が
リ
ま
す
。
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
レ
通

し
で
す
。
調
子
が
出
る
の
は
、
私
も
子
供
達
も
最
終
舞

台
で
す
。」夜
八
時
、
子
供
歌
舞
伎
は
最
高
潮
の
う
ち
に

幕
を
閉
じ
る
。

百
々
さ
ん
に
は
弟
子
が

一
人
い
る
。
「
楽
器
が
好
き
な

が
と
、
息
子
が
出
た
が
が
き
っ
か
け
」
と
二
年
前
に
志
願

し
た
水
木
淳
さ
ん
だ
。
回
リ
か
ら
「
ア
ホ
ゃ
な
い
か
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
の
三
味
線
好
き
だ
。
「
な
ん
と
か
早
く

後
継
者
を
作
ろ
う
と
本
当
に
熱
心
に
教
え
て
下
さ
い
ま

す
。」
と
水
木
さ
ん
が
言
え
ば
、
「
筋
が
い
い
か
ら
来
年
あ

た
リ
は
曳
山
に
上
れ
る
よ
」
と
百
々
さ
ん
。
子
供
歌
舞

伎
曳
山
車
二
百
年
を
迎
え
る
来
年
は
、

二
人
の
競
演
が

聞
け
る
か
も
。
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-2月
何
日

富
山
県
民
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

婦
人
問
題
懇
話
会

-
2
月
間
日

富
山
県
第
二
十
回
職
業
能
力
開
発
フ
ェ
ア

・2
月
間
日

国
土
利
用
計
画
地
方
審
議
会

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会

-2月
初
日

富
山
県
円
高
対
策
協
議
会

教
育
問
題
懇
談
会

ゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

i
n日

・2
月
お
日

富
山
県
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
産
地
特
別
対

策
協
議
会

漬
物
の
表
示
に
関

す
る
公
開
試
買
検

査
会-2月

お
日

一
一
月
定
例
県
議
会

1
3月
日
日

高
等
教
育
機
関
整

備
推
進
委
員
会

省
資
源
・
省

エ
ネ

ル
ギ
ー
運
動
富
山

県
民
大
会

-2月
初
日

富
山
県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用

開
始
式-3月

6
日

花
と
緑
の
講
演
会

-
3
月
ロ
日

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ

富
山
県
選
手
団
壮

行
会

-
3
月
日
日

第
日
回
富
山
県
和
紙
展
・
第

2
回
特
産

品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル

(
i
m
日
)

住
宅
情
報

【
優
良
物
件
案
内
】

.
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲

ゆ
と
り
あ
る
マ
イ
ホ

ー
ム
づ
く
り
を
お
求
め

の
方
に
は
最
適
で
す
。

-
一
区
画
平
均
面
積
/
三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル

@
分
譲
価
格
/
四
万
六
千
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

@
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(8
0
7
6

6
側
0
2
2
1
)

【資
金
融
資
案
内
】

・
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
で
、
雪

に
強
い
住
宅
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
合
な

ど
に
適
用
さ
れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
額
が
割
増
さ
れ

る
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま

す
。

-
優
良
宅
地
取
得
資
金

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
で
す
。

-
融
資
限
度
額

ご
存
知
で
す
か

「
富
山
県
史
年
表
」
刊
行

「
富
山
県
史
」
最
後
の

一
巻
「
富
山
県
史
年
表
」

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

-
内
容
/
原
始
時
代
か
ら
昭
和
六
十
年
ま
で
の

主
要
な
歴
史
事
項
お
よ
そ
二
万
項
目
。

中
世
以
前
は
国
内
事
項
と
県
内
事
項

に
、
近
世
以
降
は
政
治

・
経
済

・
社

会

・
文
化
の
四
分
野
に
分
け
て
記
載

0

.
頒
布
価
格
/
三
千
五
百
円

-
販
売
先
/
県
内
の
書
庖
富
山
県
教
科
用
図

書
販
売
株
式
会
社

二
百
五
十
万
円

@
償
還
期
間

二
十
年
以
内

@
融
資
利
率

五

・
七
五
パ
ー
セ
ン
ト

住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金

雪
に
強
い
家
づ
く
り
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り

の
お
手
伝
い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く

り
資
金
の
融
資
条
件
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
有
利

に
な
り
ま
し
た
。

-
融
資
限
度
額

新
築

三

百
二
十
万
円

改

良

二

百

万

円

-
償
還
期
間

新
築

二

十
年
以
内

改

良

十

年

以

内

av融
資
利
率

年
五
・

七
五
パ
ー
セ

ン
ト

地
域
優
良
木
造
住
宅
の
割
増
融
資

住
宅
金
融
公
庫
及
び
県
の
「
住
み
よ

い
家
づ

く
り
資
金
」
の
融
資
を
受
け
、
耐
雪
型

・
断
熱

構
造
化
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、
住
宅

金
融
公
庫
か
ら
二
百
万
円
の
割
増
融
資
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ

い
て
詳
し
く
は
、
富
山

県
住
宅
供
給
公
社

(2
0
7
6
4
ω
5
1
3

1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

装
工

'
j

t月
バ

ー

i

匝
畑
一

E
1

コ
え
口口ド
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四
月
二
十
二
日
附
か
ら
二
十
八
日

ωは

緑
化
週
間
で
す
。

自
然
豊
か
な
潤
い
あ
る
郷
土
の
実
現
を

目
指
し
て
緑
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
し

ト
4
'勺
ノ

。

-
ツ
バ
キ
苗
木
一
、
五

O
O本

を
街
頭
配
布
し
ま
す
。

-
日
時
/
四
月
二
十
二
日
附
午
前
十
時

@
場
所
/
富
山
西
武
デ
パ

ー
ト
前

高
齢
者
の
交
通
安
全
意
識
を
高
め
交
通
事
故

の
防
止
を
図
る
た
め
交
通
安
全
か
こ
と
ぶ
き
u

県
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
(
四
月
か
ら
一
年

間
)

交通安全

ことぶき県民運動

期
間
中
は

①
高
齢
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
の
推
進

川
ハ

②
夜
光
反
射
材
に
よ
る
ピ
カ
ピ
カ
作
戦
の
展
開

3
J
③
。
こ
と
ぶ
き
。
交
通
安
全
推
進
地
区
作
戦
の
推

t
-J

進
を
三
本
柱
に
各
種
の
交
通
安
全
活
動
を
実
施
し

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
正
し
い
交
通
ル

l
ル
と

マ
ナ
ー
を
守
り
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。
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日 曜 場f 所 時 問

5 日 黒部市メルシー前 1 0 : 00 -15: 30 

9 木 新湊市役所前 1 0 : 00 -15: 30 

10 金 立山町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

砺波ジャスコ前 1 0 : 00 -15: 30 
11 土

富山駅前 1 0 : 00 -16: 00 

12 日 富山西武前 1 0 : 00 -16: 00 

16 木 圧川町役場前 1 0 : 00 -15 : 30 

高岡駅前 1 0 : 00 -15: 30 
18 土

魚津サン プラザ前 1 0 : 00 -15: 30 

19 日 富山県運転教育センタ ー前 9 :30-15:45 

20 月 福光町福祉会館前 10 : 00 -15: 30 

大沢野町役場前 1 0: 00 -12 : 00 
22 水

大沢野町図書館前 13 : 00 -15 : 30 

富山駅前 10: 00-16: 00 
25 土

高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

26 日 高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 

昭和62年 4月街頭献血日程



お
た
よ
り

政
か
く
な
る
ピ
い
よ
い
よ
本
格
的
な
行
楽
シ

ー
ズ
ン
の
幕
あ
け
、
品
内
で
も
、
お
花
見
、
チ

ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー
ル
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
に
な
リ
ま
す
。
そ

し
て
各
地
の
風
え
明
美
な
貌
え
地
点
、
行
楽
地
は
、

休
日
ピ
tu
な
る
ピ
索
接
連
れ
々
グ
ル
ー
プ
の
楽

し
げ
な
会
話
に
溢
れ
ま
す
。

そ
う
い
う
私
も
そ
の
中
の
一
人
な
わ
け
で
す

が
、
例
年
感
じ
る
こ
ど
に
、
景
色
の
ま
い
所
、

き
れ
い
な
所
ぽ
ピ
逆
に
ゴ
ミ
々
汚
れ
が
自
主
つ

ど
い
う
こ
ど
で
す
。
人
の
食
べ
残
し
た
ゴ
ミ
の

中
で
の
食
事
は
決
し
て
お
い
し
い
ピ
は
思
え
ま

せ
ん
。
き
れ
い
な
所
、
景
色
の
よ
い
所
で
お
弁

当
を
食
べ
た
い
ど
思
う
の
は
み
ん
な
両
じ
こ
ど
、

な
ん
ど
か
ど
祝
え
地
は
イ
メ
ー
ジ
が
大
切
で
す
。

清
く
、
正
し
く
、
美
し
く
、
行
楽
の
除
に
は
、

ゴ
ミ
袋
を
持
っ
て
い
く
こ
ど
を
心
掛
け
た
い
も

の
で
す
。

朝
日
町

安

-
お
た
よ
り
く
だ
さ
い
。

一轡九
三
O

富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号

富
山
県
庁
広
報
課

「
広
報
と
や
ま

お
た
よ
り
」
係
ま
で

見て:竺だ急じてζだ

。性

AM9: 30-9: 35 

。t~jl]i;~;辺f.il同・1岨r..F.J

.困り ごと 相談所

警察本部防犯少年課

宮 (0764)33-8080
-覚せい剤 ・サ ラ金相談

警察本部生活保安課

宮(0764)4ト8904
-暴力団ゼロ110番

警察本部捜査第二課

宮 (0764)42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています U

.信長音奇司佃・岨喧t~匹・

.消費生活センター

富山市安住町7-18
安f主町第一生命ビル内

宮 (0764)32-9233

-消費生活セ ンタ一高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

包 (0766)25-2777 

ラジオ広報

• FMとやま
“ふれあいホットライン"

県内各地からホッ卜な話題を
クリアなサウンドでおとどけ

します
毎週月一金曜日

OO [!!J~~園田置巴書記圃
-・・・・・呈掴L>~・陣... ~唖..F-・・・・・・

富山市新総曲輪ト7(県庁内)
宮 (0764)31-4111附

31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
宮(0766)21 9411 

""回孟

-高岡地方県民相談室

テレビ広報
・北日本放送
毎週日曜日 AM8: 00-8:30 
「こんにちは富山県です」

.富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9:00-9:30 
rll 0万人のひろば

ー クイズフォーカスインー」

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

己矢ヰ目民-県

魚津市新宿107(総合庁舎内)
宮 (0765)24 5311 

-魚津地方県民相談室

砺;皮市幸町1-7(総合庁舎内)
宮 (0763)33-5151

-砺波地方県民相談室

(義務療害訴要量産三業(言語I記.ぉ-万匂I

， 
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-R暖
冬
と
言
わ
れ
た
今
年
の
冬
だ
が
、

三

月
に
入
っ
て
雪
が
降
り
だ
し
た
。
さ
す
が

に
来
訪
の
時
機
を
逸
レ
た
お
客
さ
ん
と
思

っ
て
か
、
そ
れ
と
も
根
性
が
な
い
の
か
、

積
も
る
間
も
な
く
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。

と
思

っ
て
る
と
突
然
ラ
ジ
オ
か
ら
、
「
蛍
の

光
」
が
流
れ
だ
し
た
。
今
朝
、
花
束
を
抱

え
た
制
服
姿
を
見
か
け
た
と
い
う
声
も
。

た
だ
い
ま
卒
業
シ
ー
ズ
ン
、
季
節
は
確
実

に
移
づ
て
い
る
。
予
算
も
決
ま
リ
、
新
年

度
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
も
始
ま
っ
た
。

も
う
す
ぐ
ビ
ッ
力
ビ
ッ
力
の

一
年
生
で
い

っ
ぱ
い
に
な
る
。

-R「案
内
す
る
た
び
に
風
邪
を
ひ
く
」
と
説

明
の
方
が
言
わ
れ
た
通
リ
、
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
は
寒
か
っ
た
。
外
よ
リ
も
寒
い
。

レ
ポ
ー
タ
ー
の
彼
女
は
、
と
う
と
う
コ
ー

ト
を
脱
げ
な
か

っ
た
。
せ
っ
か
く
素
敵
な

ワ
ン
ピ
ー
ス
を
着
て
き
た
の
に
ね
。

、， 

-・

穴
の
谷
の
霊
水
は
、
環
境
庁
の
名
水
百
選
の

一
つ
に

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
上
市
町
黒
川
「
穴
の
谷
霊
場
」

の
薬
師
観
音
堂
の
背
後
の
洞
窟
か
ら
湧
き
て
て
い
る
こ

の
水
は
、
古
来
よ
リ
霊
験
あ
ら
た
か
な
水
、
難
病
に
効

く
水
と
い
わ
れ
、
こ
れ
を
伝
え
聞
い
て
全
国
か
ら
訪
れ

る
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

昔
、
穴
の
谷
の
洞
窟
に
は
白
蛇
が
住
む
と
し
て
人
々

は
、
近
寄
る
こ
と
を
恐
れ
ま
し
た
が
、
安
政
四
年
(
一

八
五
七
年
)
、
美
濃
の
国
の
白
心
法
師
が
こ
の
穴
に
て
三

年
三
力
月
修
業
さ
れ
て
よ
リ
、
諸
国
か
ら
そ
の
法
を
聞

き
参
詣
人
も
多
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

霊
水
は
、
地
元
住
民
に
よ
り
共
同
で
管
理
さ
れ
て
お

り
、
飲
料
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
酒
、
味

噌
、
し
よ
う
油
、
豆
腐
製
造
等
に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。



何から観ょ
う wonder TO

YAMA 

獅子と踊れば Rock 'n' roll 

ホタルイカ見つめて green eyes 

風に吹カ亙
れて Bon dance 

真夏に雪祭り Paradise 

祭りのあとに
Love me ten

der 

世界で)番長い

お祭り、今年
ら。

いきいき富
山観光キャ

ンペーン

4月10日働--9月30日制

.4月10日告白12:00-13:
 00 

観光キャンベーン'87オープニングセレモニー

県庁前公園他

y
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手品目やト」報広東

.5月5日ek)11: 00-17 
: 00 

揚子舞大競演会

高岡市体育館・ 高岡市中央地区商底街

・6月12日閣-6月14日日)10: 00-1
7 : 30 

観光と物産まつり

テクノホー
ノレ(富山産業展示館)

・7月5日日)13:00-1
7:00 

ふるさと民謡民舞まつり

高岡文化ホーノレ

・7月19日日)・9月6日日)10: 10-1
5 : 30 

立山登拝
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